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準天頂衛星による測位補完の効果

東京（霞ヶ関）での測位実測例

走行ﾙｰﾄでの測位可能率７０％ 走行ﾙｰﾄでの測位可能率９３％

ＧＰＳのみの場合の測位可能場所
（ＧＰＳが４機以上見える場所）

準天頂衛星を併用した場合の測位可能場所
（ＧＰＳが３機以上見える場所）

三菱電機（株）殿 研究結果
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準天頂衛星による測位補完の効果

横浜みなとみらい地区での測位実測例

走行ﾙｰﾄでの測位可能率68％走行ﾙｰﾄでの測位可能率54％

ﾗﾝﾄﾞ
ﾏｰｸ
ﾀﾜｰ

ﾗﾝﾄﾞ
ﾏｰｸ
ﾀﾜｰ

準天頂衛星無（実測） 準天頂衛星有（解析）

三菱電機（株）殿 研究結果
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準天頂衛星による測位補完の効果

鎌倉市大船地区での測位実測例

走行ﾙｰﾄでの測位可能率86％走行ﾙｰﾄでの測位可能率63％

樹木部分

三菱電機
鎌倉製作所 三菱電機

鎌倉製作所

準天頂衛星無（実測） 準天頂衛星有（解析）

三菱電機（株）殿 研究結果
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森林地域におけるGPS可視数（解析例）

山間部の谷間では仰角制限が大きく、
ＧＰＳ衛星の可視数が少なくなる。

人口は少ないが森林地域は日本の面積の2/3を占める。日本は山が多いため、森林地
域の谷間などではGPS衛星の可視率が悪く準天頂衛星の測位補完のメリットがある。

実際には樹木の影響を受け、
可視衛星数は更に少なくなる。

参照資料 ： 京都大学情報学研究科 「GPSの森」掲載資料

森林におけるGPS利用の課題と展望：京都大学 和歌山演習林での
解析結果。
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準天頂衛星システムによる公共的効果（1/4）

山岳遭難の予防と救助率向上
現在のＧＰＳ利用に準天頂衛星の測位補完を加えることにより、更に測位衛星の可視時
間率と地域が向上し、自分の位置を把握できることで、遭難等の事故の発生を少なくする。
また、事故が発生した場合でも、事故発生場所の特定精度が向上し、発生現場の把握、
救助員の派遣等が効果的に行われることにより救助件数が向上する。

＜効果＞

・日本全国の山間部に対応でき、年間事故発生件数を減少可能。

（平成14年度山岳遭難発生状況 ： 年間発生件数１，３４８件、遭難者総数１，６３１人

内、死者・行方不明者２４２人、負傷者６８４人、無事救出等７０５人

態様別では、道迷いが５４４人と 遭難者数の約１/３を占めている。）・・・参考資料：警察庁資料

・事故が発生した場合でも、正確な位置情報を伴った自動緊急通報等による迅速な

救助が可能。

準天頂衛星による事故の減少、迅速な救助の実現
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準天頂衛星システムによる公共的効果（2/4）

時間の短縮：４，７００万時間（年間）
現在のＧＰＳ利用に準天頂衛星の測位補完を加えることにより、更に測位衛星の可視時
間率と地域が向上し、正確な位置把握と道案内等の利便性が向上すると共に人の移動
時間等の短縮が可能。

＜効果の算定＞

・利用者対象 ５，２００万人（＝８，０００万人×６５％）

（携帯電話利用者数 ８，０００万人）・・・参考資料：（社）電気通信事業者協会の統計

（ＧＰＳ携帯端末普及率 ６５％）・・・現状の普及率から2015年時点の普及率を推定

・適切なﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝがないことにより、１００人に１人が１５分／日を損失していると仮定。

準天頂衛星による移動時間の短縮効果：４，７００万時間

（＝５２００万人／１００人×１５分×３６５日）
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準天頂衛星システムによる公共的効果（3/4）

自動車排出 ＣＯ２の削減：６万トン（年間）
現在のＧＰＳ利用に準天頂衛星の測位補完を加えることにより、更に測位衛星の可視時
間率と地域が向上し、自動車での移動時間が短縮、ＣＯ２の減少に繋がる。

＜効果の算定＞

・渋滞によるＣＯ２排出量 年間２，７００万トン（＝１２．２５億トン×２３％×８８％×１１％）

（我が国のＣＯ２排出量 １２．２５億トン）・・・参考資料：平成14年版環境白書

（運輸部門が割合 ２３％、その内自動車の割合８８％、更に渋滞による割合 １１％）
・・・参考資料：平成14年版環境白書及びITS”ｽﾏｰﾄｳｪｲの実現に向けて”

・ＣＯ２削減効果 年間６０万トン （＝ ２，７００万トン×１０％×３８％×６１％）

（ＧＰＳ利用・ＩＴＳによる渋滞削減効果：１０％）・・・参考資料：ITSﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ2003-2004

（ＣＯ２削減効果 ３８％、ＧＰＳ端末普及率 ６１％）
・・・参考資料：国土交通省北陸地方整備局資料、SJAC”次世代時間・位置情報利用ｼｽﾃﾑ開発に関するﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨ報告書”

・準天頂衛星による更なる渋滞解消率 １０％

準天頂衛星によるＣＯ２削減効果 ６万トン（＝６０万トン×１０％）
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物流の効率化：３００億円（年間）
現在のＧＰＳ利用に準天頂衛星の測位補完を加えることにより、更に測位衛星の可視時
間率と地域が向上、物流の効率化が可能。

＜効果の算定＞

・物流コスト ９．７兆円（＝１１．３兆円×８６％）

（トラック運送事業の市場規模 １１．３兆円）・・・参考資料：全日本ﾄﾗｯｸ協会”日本のﾄﾗｯｸ輸送産業”

（市場規模に対する輸送コストの割合 ８６％）・・・参考資料：全日本ﾄﾗｯｸ協会”日本のﾄﾗｯｸ輸送産業”

・効果の対象 ５，９００億円（＝９．７兆円×１０％×６１％）

（ＧＰＳ利用・ＩＴＳによる配送ルート選択等の効率化：１０％）・・・参考資料：ITSﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ2003-2004

（ＧＰＳ端末普及率 ６１％）・・・参考資料：SJAC”次世代時間・位置情報利用ｼｽﾃﾑ開発に関するﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨ報告書”

・準天頂衛星によるトラック実働率向上効果 ＋５％

準天頂衛星システムによる公共的効果（4/4）

準天頂衛星による物流の効率化： ３００億円（＝５，９００億円 ｘ ５％）
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＜参考＞ 準天頂衛星システム計画における官民分担

内　　容 関 係 省 測位運用担当機関 民　間

研究開発 衛星搭載測位機器の研究開発 ○ － －

測位に必要な衛星搭載用通信機器の研究開発 ○ － －

準天頂衛星軌道対応バス技術の研究開発 ○ － －

測位補完（地上）の研究 ○ － －

測位補強（地上）の研究 ○ － －

事業用設備 測位実用設備（地上）の整備 － ○ －

（実用） 通信・放送設備（衛星搭載）の整備 － － ○

通信・放送設備（地上）の整備 － － ○

衛星バスの整備 － － ○

運 用 費 測位補完サービス運用 － ○ －

測位補強サービス運用 － － ○

通信・放送サービス運用 － － ○

共 通 費 衛星追跡管制局整備、打ち上げ費等 ○

合　　計 約８００億円約９００億円

○


